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　今回のテーマは「相談で人を伸ばし、組織を活かす
ためには」。これまで主に組織における個人の相談に
ついて①「相談していますか、されていますか」、②「相
談は誰のためにするのか」、③「相談は何のためにす
るのか」、④「 2 つの相談力～相談活用力／対応力」、
⑤「報告・連絡と相談との関係」、⑥「相談で社内外
のリソースを活かす」の 6 テーマでお伝えしました。
本シリーズ最終回は、個人の相談から「職場・チーム
視点での相談」の活用です。
　「職場・チーム視点での相談」の活用とは、第 3 回
で述べた 4つの相談で 2段階から早期に 3段階、 4段
階へと相談をステップアップさせること、そして 4段
階目「もっとこうしたらいいのでは相談」で「相談事」
の目的・内容が職場や組織についての現実課題につい
ての解決に取り組むこと、最後は、そのような相談が
解決される職場風土づくりまでを目指すものです。
　まず「どうしましょうか相談」から「こうしましょ
うか相談」というのは、「私困ってます」相談ではな
く「自分の意見や解決案を持っています」相談ができ
ることです。そうなるためには、相談を受けた人が、
すぐにアドバイスするのではなく、相談してきた人に
質問をして考えさせ、自分の意見を出させることです。
つまり相談者に考えさせることの促進・支援です。こ
の体系的なアプローチを「コーチング」と言います。
　次には、自分の担当業務内での相談だけではなく、
その仕事の進め方や職場全体での業務遂行の改善、さ
らには業務・事業自体を変革するための相談事が出て
くる事です。そのような相談が出るように仕向けるこ
と、又は、自らそのような相談事（課題）提起をする
ことです。これが 4段階目の「もっとこうしたらいい
のでは相談」です。
　この段階では、相談者と相談を受ける人の 2人だけ

で解決する問題・課題の相談というより、その人がキー
マン（主体者）になって周囲を巻き込んで職場の改善・
変革を進める相談となります。
　このような相談事（課題）は、多くの場合、 3、 4
名から 7、 8名くらいまでの人数で相談を行うことが
効果的です。言わばグループ相談、もっとわかりやす
く言うと問題解決ミーティングの実施です。
　私の研修では、「問題解決のための会議」「問題解決
ミーティング」のテーマで、参加者各人の職場や仕事
での現実課題を話し合い、解決の具体策を作成してい
きます。紙面の関係でその詳しい解説まではできませ
んが、「相談事（現実課題）」を提起した後は、大きく
次の 3つのステップで進めます。
　①何が問題の本質（本質的又は焦点を当てるべき問
題）かを質問中心で明確にするステップ、②その本質
的問題の解決された姿、目標設定のステップ、③その
解決案を提示し、最初に実行する解決策（解決行動）
を幾つか決めるステップ、です。研修ではこの 3ステッ
プで40分～50分で 1テーマ（ 1つの現実問題）の解決
策を作成します。さらに、その解決策を実施して、必
ず振り返りミーティング（成果を評価し、次なる解決
策を作成し、目標達成まで継続する）を行います。
　問題の解決策作成で終わるのではなく、実施を振り
返る中で、前進したこと・進まないこと、気づいたこ
とを共有することにより共に学ぶ職場（チーム）がで
きるのです。
　まずは、お互いの相談事（解決したいこと）を積極
的に聴き合うことからスタートして、日頃からこのよ
うに皆で考える「もっとこうしたらいいのでは相談」
ができる職場を目指していきましょう。（了）
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